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3-2-4 施工計画 

 

3-2-4-1 施工方針 

 

本計画が実施される場合の基本事項は次のとおりである。 

• 本計画は、日本政府と「ザ」国政府で本計画に係る無償資金協力の交換公文が締結さ

れた後、日本政府の無償資金協力に従って実施される。 

• 本計画の実施機関は「ザ」国地方自治・住宅省(MLGH)およびンドラ市、キトウェ市で

ある。 

• 本計画の詳細設計、入札関連業務および施工監理業務に係るコンサルタント業務は、

日本のコンサルタントが「ザ」国とのコンサルタント契約を締結し実施する。 

• 本計画の道路工事は、入札参加資格審査の合格者による入札の結果、選定された日本

業者により、「ザ」国との工事契約を締結し実施する。 

 

本計画の施工にあたっての基本方針は次のとおりである。 

• 建設資機材および労務調達は「ザ」国現地調達とする。 

• 施工方法および工事工程は、現地の気象、地形、地質および各道路工事に影響が及ぶ

自然条件に合致したものとする。 

• 可能な限り特殊機材や技術を必要としない一般的な工法を計画する。 

• 適切な工事仕様および施工管理基準を設定するとともに、この基準を満足する建設業

者の現場管理組織、コンサルタントの施工監理組織を計画する。 

• 工事中の作業員および第三者に対する安全確保を徹底する。 

• 工事による既存側溝や河川への水質汚染や増水時期の土砂流出を防止するとともに、

アスファルトプラント、土取場および砕石調達に関しては環境影響を軽減する処置を

考慮する等、環境保全に努める。 

 

3-2-4-2 施工上の留意事項 

 

施工計画および施工方法等の策定においては、第三者および施工に従事する者への安全確

保を第一とするとともに、道路利用者、沿道住民等への環境負荷低減を考慮した計画、工法

の選定でなければならない。 

 

道路現況に対する留意点 

市内道路の総延長はンドラ市 600km、キトウェ市 900km であり、約半分は舗装されている

ものの簡易舗装が多く、近年の経済上昇に伴う交通量の増加による損傷が激しい。特に雨期

には鉱工業や商業活動への阻害要因となっており、通勤、通学、通院といった市民生活に多

大な支障を来たしている。 

 

したがって、施工計画は道路利用者への安全および交通の確保、また沿道住民に対する環

境影響負荷低減を勘案した計画の立案が肝要である。 
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既存道路沿線施設に対する留意点 

本計画は都市道路の整備であり、対象道路はンドラ及びキトウェ市民の重要な生活道路と

主要な幹線道路へのアクセスの役割を担っている。都市地域内の道路であり、住宅・商業施

設及び工業施設等への補償を最小とする条件から、道路敷幅に制約が設けられている。よっ

て工事に当たっては、現況の安全な交通確保を最優先とし、工事中の全面的な交通遮断は避

けなければならない。周辺住民に対して充分な環境配慮を行いながら施工を進める必要があ

る。また基本的に工事は昼間作業を原則とし、止むを得ない場合に限り夜間作業となる。 

 

気象状況における留意点 

ンドラ及びキトウェ市はルサカ市北方 300km のコンゴ民主共和国との国境周辺に位置する。

両市は隣接しており、気候は次の 3 シーズン：暑い季節（9 月～11 月）、湿度の多い（11 月

～3 月）および涼しい季節（4 月～8 月）に分かれる。地形は、標高 1,200m 程度で台地地形

を呈し軟弱地盤は非常に限られている。特に舗装工事は、雨天には施工が困難であるために、

十分な余裕を持って施工計画を検討する。 

 

周辺住民および工事関係者への安全配慮 

施工時には道路片側車線を占有するため、十分な安全配慮が必要となる。 

 

① 周辺住民への安全配慮 

• 工事ヤードを明確にし、工事関係者以外の立ち入り禁止措置を実施する。 

• 資材運搬車両へ安全教育により、交通事故防止対策を実施する。 

 

② 工事関係者への安全配慮 

• 大型建設機械を使用するため、建設機械への見張り員を配置し接触事故防止を行う。 

 

環境への配慮 

• 既設舗装や既設橋梁の撤去後の処分については、環境に負担が掛からず適正な処理を

実施する。 

• 土取場の選定については実施機関と協議の上、周辺環境に対して影響の少ない箇所を

選定する。 

• 振動および騒音が生じる工種の実施は、早朝および夜間を避け行う。 

• 工事車両による粉塵対策（散水等）を実施する。 

• 関係者への環境情報の提供、掲示、教育、特に労働安全衛生等の教育を実施する。 
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3-2-4-3 施工区分 

 

日本と「ザ」国の各国政府が分担すべき事項は、表 3-2-6 のとおりである。 

 

表 3-2-6  各 国 政 府 の 負 担 区 分 
 
負担区分 

項  目       内   容 
日本国 「ザ」国

備   考 

資機材の調達・搬入 ○   
資機材調達   

内陸輸送路の整備  ○  
工事に必要な用地の確保  ○ 現場事務所、資機材置場、作業場等

商店移転措置  ○  

土取場・土捨場の確保  ○  
廃材捨場の確保  ○  

準  備   工 

上記以外の準備工 ○   
地中障害物の移設  ○  

工事障害物の撤去 
既設橋梁の撤去 ○  K1：既設橋梁 

本   工   事 道路工事 ○   
 

 

3-2-4-4 施工監理計画 

 

日本のコンサルタントが「ザ」国政府とのコンサルタント業務契約に基づき、詳細設計業

務、入札関連業務および施工監理業務の実施にあたる。 

 

(1) 詳細設計業務 

コンサルタントが実施する実施設計業務の主要内容は次のとおりである。 

 

詳細設計 

• 「ザ」国実施機関との着手協議、詳細設計、現地調査 

• 詳細設計､図面作成 

• 資材調達計画､事業費積算 

 

(2) 入札関連業務 

入札公示から工事契約までの期間に行う業務の主要項目は次のとおりである。 

• 入札図書の作成 

（上記詳細設計期間と並行して作成） 

• 入札公示 

• 入札業者の事前資格審査 

• 入札実施 

• 入札書の評価 

• 契約促進業務 
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(3) 施工監理業務 

コンサルタントは、施工業者が工事契約および施工計画に基づき実施する工事の施工監理

を行う。その主要項目は次のとおりである。 

• 測量関係の照査・承認 

• 施工計画の照査・承認 

• 品質管理 

• 工程管理 

• 出来形管理 

• 安全管理 

• 出来高検査および引き渡し業務 

 

施工監理業務には常駐監理者１名が必要である。 

 

工事施工においては、施工業者の安全管理者と協議、協力しながら事故の発生を未然に防

ぐよう監理を行う。 

 

3-2-4-5 品質管理計画 

 

コンクリートの品質管理計画を表 3-2-7 に、土工および舗装工の品質管理計画を表 3-2-8

に示す。 

 

表 3-2-7 コンクリート工の品質管理計画 

項  目 試 験 項 目 
試験方法 
（仕様書） 

試 験 頻 度 

セメント セメントの物性試験 AASHTO M85 試験練り前に１回、その後コンクリート 500m3打設毎に１

回あるいは原材料が変わった時点 

コンクリート用細骨材の

物性試験 

AASHTO M6 試験練り前に１回、その後 500m3毎に１回あるいは供給場

所が変わった時点（納入業者のﾃﾞｰﾀ確認） 

細骨材 

ふるい分け試験 AASHTO T27  毎月１回 

コンクリート用粗骨材の

物性試験 

AASHTO M80 試験練り前に１回、その後 500m3毎に１回あるいは供給場

所が変わった時点（納入業者のﾃﾞｰﾀ確認） 

粗骨材 

ふるい分け試験 AASHTO T27  毎月１回 

水 水質基準試験 AASHTO T26 試験練り前に１回 

スランプ試験 AASHTO T119 打設毎及び 75 m3毎 

エアー量試験 AASHTO T121 同上 

圧縮強度試験 AASHTO T22 各打設毎に６本の供試体、１回の打設数量が大きい場合
には 75 m3 毎に６本の供試体（７日強度－３本、28 日強

度－３本） 

温 度 温度計 打設毎及び 75 m3毎 

コンクリート 

塩分濃度試験 塩分試験紙 

（カンタブ） 

同上 
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表 3-2-8 土工および舗装工の品質管理計画 

項  目 試 験 項 目 
試験方法 
（仕様書） 

試 験 頻 度 

盛土工 密度試験（締固め） AASHTO T191 500 ㎡毎 

現場密度試験（締固め） AASHTO T191 1,000m3毎 路盤工 
 締固め及び一軸圧縮試験 AASHTO T180 1,000m3毎 

アスファルト合材の温度 出荷温度、敷均しお

よび転圧温度測定 

５回／日 アスファルト

舗装工 

骨材のすり減り抵抗試験 AASHTO T96 1,500m3 毎に１回あるいは供給場所が変わった時点 （納

入業者のデータ確認） 

 

3-2-4-6 資機材等調達計画 

 

(1) 建設資材調達計画 

現地で調達および生産できる主要資材は、アスファルト合材、砂、骨材、路盤材、生コン

（現場生産）、木材等でほとんど「ザ」国内での調達が可能である。 

 

資材の調達方針は次のとおりである。 

• 恒常的に輸入品が市場に供給されている場合は、これを調達する。 

 

主要資材の調達区分を表 3-2-9 および表 3-2-10 に示す。 

 

表 3-2-9 主要建設資材調達計画 
 

調 達 区 分 
項  目 

現 地 日本国 第三国
調 達 先 等 

構造物用資材     

砕石（基礎砕石材共） ○    

セメント ○    

砂（ｺﾝｸﾘｰﾄ用） ○    

路盤材 ○    

生コン ○    

アスファルト合材用砕石 ○    

アスファルト合材 ○    

鉄筋：Ｄ9～Ｄ32 ○    

混和材（ｺﾝｸﾘｰﾄ用） ○    

型鋼 ○    

割石（練石積） ○    

PVCﾊﾟｲﾌﾟ：Ｄ=150～200 ○    

ＲＣﾊﾟｲﾌﾟ：Ｄ=600～1200 ○    

規制標識 ○    

型枠用木材 ○    

型枠用合板：防水加工なし ○    

支保工(木材)、足場用丸太 ○    

電気溶接棒 ○    

燃料、油脂類 ○    

酸素、アセチレンガス ○    

ガス切断機 ○    
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(2) 建設機械調達計画 

建設機械の調達方針は以下のとおりである。 

• 現地建設業者が所有している一般的な機種、モデルの建設機械はこれをリースする。 

• 現地調査では、本プロジェクトに使用する建設機械は「ザ」国内で調達が可能である。 

 

表 3-2-10 工事用建設機械調達区分整理表 

調 達 区 分 

機械名 仕様 賃貸・購入 現 地 第三国 日本国
調達 

理由 
輸送 

ルート

バックホウ 0.2m3 賃借 ○     
バックホウ 0.35m3 賃借 ○     
バックホウ 0.6m3 賃借 ○     
ブルドーザー 15t 賃借 ○     
ブルドーザー 21t 賃借 ○     

モーターグレーダー 3.7ｍ 賃借 ○     
ロードローラ 10-12ｔ 賃借 ○     
タイヤローラ 8-20t 賃借 ○     
振動ローラー 3-5t 賃借 ○     

振動ローラー 7t 賃借 ○     
ホイールローダー 1.0m3 賃借 ○     
ホイールローダー 2.0m3 賃借 ○     
ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬｰ 2.4-2.5m 賃借 ○     

散水車 6.0kl 賃借 ○     
ダンプトラック 10ｔ 賃借 ○     
トラッククレーン 20ｔ 賃借 ○     

トレーラー 20t 賃借 ○     
トレーラー 30t 賃借 ○     
発電発動機 35KVA 賃借 ○     
発電発動機 60KVA 賃借 ○     
発電発動機 100KVA 賃借 ○     
発電発動機 250KVA 賃借 ○     
水中ポンプ 150mm 賃借 ○     
水中ポンプ 100mm 賃借 ○     

コンプレッサー 5m3/min 賃借 ○     
コンプレッサー 10m3/min 賃借 ○     

コンクリートミキサー 0.4-0.6m3 賃借 ○     

 

 

3-2-4-7 実施工程 

 

(1) 事業実施工程の検討 

今回の事業化調査は、前回の入札不調を受け内容を精査した結果、十分な工期が確保でき

る国債案件とした。さらに妥当性等を検討し、表 3-2-11 の工程とした。 
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(2) 事業実施工程 

実施設計、施工の実施工程を表 3-2-11 に示す。 

 

表 3-2-11 業務実施工程表 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

(現地調査)

(国内作業)

(現地調査) （計　6.0月）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

(準備工)

（土工）

（本線工）

(道路付属施設工)

(排水工)

(歩道工)

(構造物工(K1ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ))

(片付)

（計　22.0月）

実
施
設
計

施
工
・
調
達

 

 

 

3-3 相手国側分担事業の概要 

 

本計画が実施される場合の「ザ」国政府の分担事項は以下のとおりである。 

 

• 本計画の実施上必要な資料／情報の提供 

• 工事のために必要な作業ヤード、資材置き場、現場事務所等の用地の提供 

• 工事に必要な土取場、土捨場、産廃捨て場用地の確保 

• 本計画に関し日本に口座を開設する銀行の手数料の負担 

• 本計画の資機材輸入の免税措置、通関手続きおよび速やかな国内輸送のための措置 

• 本計画に従事する日本人および実施に必要な物品／サービス購入の際の課税免除 

• 本計画に従事する日本人が「ザ」国へ入国および滞在するために必要な法的措置 

• 本計画を実施するために必要な許認可の取得または発行（環境庁による EIA 承認、地方

自治・住宅省（MLGH）による建設許可、工事中の交通規制等の許可、迂回路の設置許可、

河川内工事許可、土工事許可） 

• プロジェクト実施に支障となる電柱・通信線・その他埋設管等の移設 

• 道路建設後の適切な使用および維持管理 

• 本計画実施において住民または第三者と問題が生じた場合、その解決への協力 
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• 両国の分担取り決めに基づく本計画実施上必要となる経費のうち、日本国の無償資金協

力によるもの以外の経費の負担 

• 工事中のサイトの安全確保 

 

 

3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

 

(1) 事業完了後の引き渡し方法について 

整備後の道路交通開放に伴う引渡し方法については、道路区間毎の完成後、以下の 3 案が

考えられる。 

 

案 1：１都市ずつ引き渡す 
案 2：キトウェ市１４道路、ンドラ市９道路について、１道路完了ごとに引き渡す 

（全 23 回の引き渡し） 
案 3：都市毎に各道路をグループ分けし、グループ毎に引渡しを行う。 

 

業者の施工計画を踏まえて、交通開放や引渡しを業者と MLGH 及び市当局と覚書等で確認し、

引き渡していくことが有効である。 

 

(2) 運営・維持管理の体制 

対象道路建設後の日常維持管理は、ンドラ及びキトウェ市の技術サービス局により維持管

理される。 

 

ンドラ市技術サービス局は、道路課の人員 30 名と、機械課の 10名で組織され、又キトウェ

市技術サービス局は道路課 35名、機械課８名により、定期点検・日常維持管理を直営で実施

している。又補修は、外注で実施している。本プロジェクトの道路改修は、必要な維持管理

業務を実施するに当たり技術的に困難な問題はない。現在の体制で運営・維持管理を行うこ

とは可能であると判断される。 

 

(3) 維持管理業務の内容 

必要な維持管理業務は次のとおりである。 

• 定期点検・日常維持管理：定期点検、路面・排水施設・道路付属物等の清掃等 

• 補修：舗装のクラックのシーリング、パッチング、路面表示の再塗布、その他破損箇

所の補修 

 

(4) 現状の維持管理業務の実施状況と留意点 

現状の維持管理業務の実施状況は次のとおりである。 

• 定期点検・日常維持管理：道路の清掃は比較的良好に実施されている。 

• 補修：車道、舗装の補修は比較的よく実施されているが、路肩・法面の補修は十分に

行われていない。 
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事業効果を十分に発現・持続させるため、道路の維持管理を十分に行い、常に良好な走行

条件を保つとともに、施設の耐久性の向上を図ることが重要であり、特に次の点に留意する

必要がある。 

• 定期的に点検を行い、施設の状況を常に把握しておくこと。 

• 清掃、特に排水施設の清掃を十分に行うこと。 

• 維持管理に必要な予算を確保すること。 

 

 

3-5 プロジェクトの概算事業費 

 

3-5-1 協力対象事業の概算事業費 

 

本協力対象事業を実施する場合に必要となる事業費総額は 27.71 億円となり、先に述べた

日本と「ザ」国との負担区分に基づく双方の経費内訳は、下記(3)に示す積算条件によれば、

次のとおりと見積もられる。ただし、この事業費は E/N 金額を示すものではない。 

     

(1) 日本側負担経費 

概算総事業費   約 2,731 百万円 

 

ンドラ市道路 9 区間 12.73km およびキトウェ市道路 14 区間 11.63km の改修、計 23 区間

24.36km 

 

項目 概算事業費（百万円） 

道路土工 93  

舗装工 1,536  

道路付属施設工 54  

 

施設建設 

 

道路建設 

排水施設工 938  

実施設計・施工監理 110  

合  計 2,731  

 

(2) 「ザ」国側負担経費 1,316 百万クワチャ（約 39.5 百万円） 

① アドバイジンクコミッション 200,000クワッチャ（約 6.0千円）  

② ペイメントコミッション 30,090,000クワッチャ（約 0.9百万円） 

③ 移設費等 1,286,000,000クワッチャ（約38.6百万円） 

 

(3) 積算条件 

① 積 算 時 点：平成20年9月  

② 為替交換レート：１US$＝106.21円 １クワッチャ＝0.030円 １US$＝3,500クワッチャ 

③ 施 工 期 間：実施工程に示したとおり（表 3-2-11参照）。 

④ そ の 他：積算は､日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえて行うこととする｡ 
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3-5-2 運営・維持管理費 

 

本プロジェクトで改修される道路の定期点検・日常維持管理および補修は以下の機関によ

り実施される。 

 

• ンドラ市 9 区間 12.73 ㎞  ンドラ市技術サービス局 

• キトウェ市 14 区間 11.63 ㎞  キトウェ市技術サービス局 

 

維持管理に必要な年間の費用は、ンドラ市で 36,720 千クワチャ（約 US$10,491）、キトウェ

市で 34,357 千クワチャ（約 US$9,816）と見込まれる。その内訳を表 3-5-1～表 3-5-2 に示

す。 

 

表 3-5-1 ンドラ市道路の主な維持管理項目と年間費用 

 単位：クワチャ  

 1．定期点検（ンドラ市技術サービス局）： 直営とする 
 

施 設 名 点 検 項 目 巡回の頻度 点検人員 使 用 資 機 材 所要数量 単価 金  額 

 舗 装 

 路 肩 ・ 法 面 

 路 面 標 示 

 排 水 施 設 

 ｸﾗｯｸ、不陸、ﾎﾟｯﾄﾎｰﾙ等 

雨水による侵食、崩壊等 

 損傷、変形、汚れ、剥離 

 障害物の有無 

 12回/年 

 所要日数 

1日/回 

  2名  スコップ、ハンマー、

 カマ、バリケード 

 小型トラック 

 延24人日/年 

 

 延12台・日/年 

 ＝96時間･台/年

 (１日８時間) 

44,000/日 

 

37,000/時 

1,056,000

3,552,000

     小 計  4,608,000
 

 2．日常維持管理（ンドラ市技術サービス局）： 直営とする 

施 設 名 点 検 項 目 巡回の頻度 点検人員 使 用 資 機 材 所要数量 単価 金  額 

清 掃 

 排 水 施 設 

 舗 装 

 路 肩 

 路 面 標 示 

 

 土砂、障害物の撤去 

 清掃 

 草刈り、清掃 

 清掃 

 

 4回/年 

 所要日数 

4日/回 

 

  5名

 

 スコップ、ハンマー、

 カマ、バリケード 

 

 小型トラック(２台)

（第1日・4日のみ2日間）

 

 延80人日/年 

 

 

 延８台/年 

 ＝64時間･台/日

 (１日８時間) 

 

30,000/人･日 

 

37,000/時･台 

2,400,000

2,368,000

     小 計  4,768,000
 
                                                                                                         定期点検・清掃合計 9,376,000

3．補 修（ンドラ市技術サービス局）： 外注とする  
 

施 設 名 実 施 項 目 補修数量 単価 km当り 対象道路区間

 舗 装 

 

 路 肩 

 路 面 標 示 

ｸﾗｯｸのｼｰﾙ 

ﾎﾟｯﾄﾎｰﾙのﾊﾟｯﾁﾝｸﾞ 

 破損部分の補修 

 破損部分の補修 

 ㎞当り 1㎡(0.01m×100m) 

 ㎞当り  5㎡ 

 ㎞当りｼｰﾙ(3.3㎡＋ﾊﾟｯﾁﾝｸﾞ1.7㎡) 

 ㎞当り100㎡ 

13,000/㎡

65,000/㎡

- 
12,200/㎡

13,000 

325,000 

590,000 

1,220,000 

12.73㎞ 

 （９区間） 

   小 計 2,148,000 27,344,040
    
 
                                                                                                                         合 計 36,720,040
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表 3-5-2 キトウェ市道路の主な維持管理項目と年間費用 

 

 

 

 

 

 

 単位：クワチャ  

 1．定期点検（キトウェ市技術サービス局）： 直営とする 
 

施 設 名 点 検 項 目 巡回の頻度 点検人員 使 用 資 機 材 所要数量 単価 金  額 

 舗 装 

 路 肩 ・ 法 面 

 路 面 標 示 

 排 水 施 設 

 ｸﾗｯｸ、不陸、ﾎﾟｯﾄﾎｰﾙ等 

雨水による侵食、崩壊等 

 損傷、変形、汚れ、剥離 

 障害物の有無 

 12回/年 

 所要日数 

1日/回 

  2名  スコップ、ハンマー、

 カマ、バリケード 

 小型トラック 

 延24人日/年 

 

 延12台・日/年 

 ＝96時間･台/年

 (１日８時間) 

44,000/日 

 

37,000/時 

1,056,000

3,552,000

     小 計  4,608,000
 

 2．日常維持管理（キトウェ市技術サービス局）： 直営とする 

施 設 名 点 検 項 目 巡回の頻度 点検人員 使 用 資 機 材 所要数量 単価 金  額 

清 掃 

 排 水 施 設 

 舗 装 

 路 肩 

 路 面 標 示 

 

 土砂、障害物の撤去 

 清掃 

 草刈り、清掃 

 清掃 

 

 4回/年 

 所要日数 

4日/回 

 

  5名

 

 スコップ、ハンマー、

 カマ、バリケード 

 

 小型トラック(２台)

（第1日・4日のみ2日間）

 

 延80人日/年 

 

 

 延８台/年 

 ＝64時間･台/年

 (１日８時間) 

 

30,000/人･日 

 

37,000/時･台 

2,400,000

2,368,000

     小 計  4,768,000
 
                                                                                                         定期点検・清掃合計 9,376,000

3．補 修（キトウェ市技術サービス局）： 外注とする  
 

施 設 名 実 施 項 目 補修数量 単価 km当り 対象道路区間

 舗 装 

 

 路 肩 

 路 面 標 示 

ｸﾗｯｸのｼｰﾙ 

ﾎﾟｯﾄﾎｰﾙのﾊﾟｯﾁﾝｸﾞ 

 破損部分の補修 

 破損部分の補修 

 ㎞当り 1㎡(0.01m×100m) 

 ㎞当り  5㎡ 

 ㎞当りｼｰﾙ（3.3㎡＋ﾊﾟｯﾁﾝｸﾞ1.7㎡）

 ㎞当り100㎡ 

13,000/㎡

65,000/㎡

- 
12,200/㎡

13,000 

325,000 

590,000 

1,220,000 

11.63㎞ 

 （14区間） 

   小 計 2,148,000 24,981,240
    
 
                                                                                                                         合 計 34,357,240
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第4章 プロジェクトの妥当性の検証 

 
4-1 プロジェクトの効果 

 

(1) 直接効果  

① 走行可能速度が 18.7km/時から 40km/時に増加する。 

② 路面のポットホールは、急ブレーキや急ハンドルによる事故の原因となっているが、道

路標識、横断歩道、ハンプ等の交通安全施設の設置や一部区間には歩道が設置されるこ

とにより、安全・快適な歩行が可能となる。 

 

(2) 間接効果 

① 輸送コストが軽減されることにより、地域生産物である鉱工業製品の競争力の向上や地

域産業の活性化に寄与する。 

② 地域住民・市民生活の利便性が向上する。公共交通のバス等の快適性や走行速度の増加

による信頼性の向上により、市民のモビリティーが向上する。 

低・中所得者居住宅地や病院、学校へのアクセシビリティーが向上する。 

 

 

4-2 課題･提言 

 

4-2-1 相手国側の取り組むべき課題･提言 

 

本計画の効果が発現・持続するために「ザ」国側が実施する主な課題としては以下のとお

りである。 

 

・ 道路維持・管理体制の強化及び能力向上のために、継続して技術者の人材育成をおこ

なうこと 

・ 長期的な維持管理プログラムに従った道路維持管理予算を確保すること 

・ 舗装破損の最大の原因である過積載車両の規制・取締りを強化し、確実に行うこと 

 

4-2-2 技術協力･他ドナーとの連携 

 

運営･維持管理に対する道路管理者の技術の向上として、本邦での研修等技術協力が必要で

ある。これに加え早期に道路の損傷が発生しないためには、車両の積載制限が必要である。

EU など他ドナーの援助で現在取締まりが強化されつつあるが、さらに一層の取締まりが不可

欠である。 
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4-3 プロジェクトの妥当性 

 

① 本計画の直接の受益者は両市の住民合計 78.3 万人（ンドラ市 39.4 万人、キトウェ市

38.9 万人）であり、間接の受益者はコッパーベルト州全人口 165.8 万人である。 

② 「ザ」国がプロジェクト完成後、対象道路の運営・維持管理を充分に行うことができ、

過度に高度な技術を必要としない。 

③ 本事業は、上位計画の国家 5カ年計画、中長期の道路分野投資計画（ROADSIP）、年次道

路整備計画のなかの、都市道路整備事業の重要なプロジェクトである。 

対象地域であるンドラ市およびキトウェ市は、ザンビア国の経済の中心である鉱業とそ

れを支える工業地帯の中心都市であり、最近の世界的な鉱物資源開発のために、都市機

能の活性化は喫緊の課題となっており、緊急性が高い。 

④ また、当該都市は、南部アフリカ地域（民主コンゴ共和国、アンドラ東部、タンザニア

等）の国際的な交通ハブとともに、これら後背地の経済・商業中心地となっている。 

⑤ 環境社会面で道路改修効果後の車輌速度の増加による交通事故対策について、充分な交

通安全配慮のため交通安全施設、交差点改良、ハンプ、歩道等対策を講じている。 

⑥ 「ザ」国は首都ルサカ市で都市の道路改修のプロジェクトを我が国の無償資金協力制度

による実施経験しており、特段の困難なくプロジェクトが実施可能である。 

 

4-4 結論 

 

本プロジェクトは、前述のような効果が期待されると同時に、両市の工場・商業地域の主

要道路および居住区から市内へのアクセス道路のうち、改修の緊急性が高い道路を改修する

ことにより、円滑で安全な都市交通を確保し、地域の社会経済活動の活性化させ広く住民の

生活改善に寄与するものであることから、我が国の無償資金協力について実施することの妥

当性が確認される。本プロジェクトの日常の運営・維持管理については、両市とも人員・資

金は十分と考えられる。 
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